
発　　　行　風 間 浦 村 役 場

編　　　集　総　    務  　  課

HPアドレス　http://www.kazamaura.jp/

印　刷　所　青森コロニー印刷

１、 わたくしたちは、 きまりを守り、 親切で明るい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 仕事に喜びをもち、 豊かな村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 青少年に希望を老人に生きがいを、 そして心

のあたたかい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 自然を愛し、 花と緑の美しい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 常に知識を求め、 スポーツに親しみ、 楽しい

村をつくります。 

▲

村民憲章 ▲

風間浦村成人式 （久しぶりに再会した友達と記念に一枚）

月号

第427号

　２～３ 少年野球大会　アベック優勝
　　４ 夏の全国交通安全運動
　５～８ 風間浦村成人式
　　９ 村のわだい
　　10 年金だより
　11～12 お知らせ
　　13 社協だより
　　14 健康だより
　　15 むし歯予防教室開催
　　16 はじめまして／救急の日／戸籍の窓

▲

今月の内容 ▲

201 1
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広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら （2）平成23年９月号

風間浦フェニックス

４ ２

１４８ ８

６７

風
間
浦

　
　フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

奥
戸
マ
リ
ン
ズ

大
間　

　ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

佐
井
イ
ー
グ
ル
ス

風
間
浦

　
　ド
ジ
ャ
ー
ズ

風間浦中学校

３ ４

３ １ ６ ０

大
間
中
学
校

佐
井
中
学
校

風
間
浦
中
学
校

奥
戸
中
学
校

　

平
成
23
年
度
大
間
地
区
地
域
安
全
野
球

大
会
が
７
月
30
日
、
31
日
の
両
日
に
渡
り

開
催
さ
れ
、
１
町
２
村
の
小
中
学
生
に
よ

る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
少
年
の
非
行
防
止
と
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
大
間

地
区
連
合
防
犯
協
会
が
毎
年
夏
休
み
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
中
学
校
の
部
は
風
間
浦
中
学

校
、
小
学
校
の
部
は
風
間
浦
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。

・
小
学
生
の
部

　

優　
　
　

勝　

風
間
浦
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　

最
優
秀
選
手　

伊
藤
椋
太
（
風
フ
ェ
）

熱戦を繰り広げた試合の模様（小学校の部）

熱烈に声援をおくる風間浦フェニックス応援団

延長戦までもつれ込んだ中学校の部決勝戦の様子

小学校の部で優勝した風間浦フェニックスチーム

中学校の部で優勝した風間浦中学校チーム

小学生の部

中学生の部 ・
中
学
生
の
部

　

優　
　
　

勝　

風
間
浦
中
学
校

　

最
優
秀
選
手　

齊
藤　

航
（
風
中
）

 
大
間
地
区
地
域
安
全
野
球
大
会

風
間
浦
チ
ー
ム

 
小･
中
学
校
ア
ベ
ッ
ク
優
勝



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら（3） 平成23年９月号

風間浦フェニックス優勝

むつ支部予選で優勝を果たし喜ぶ風間浦フェニックスの選手

ゲームセット ! 熱戦を繰り広げ
互いの健闘をたたえてキャプテ
ンどうしガッチリ握手

優勝パレードで、「優勝おめでとう！県大会もガンバ
レ !!」の声援をいただきました。

逆転を誓い攻撃する
風間浦フェニックス（県大会）

力投する投手を盛り上げる
風間浦フェニックス守備陣（県大会）

　

７
月
16
日
か
ら
18

日
の
日
程
で
開
催
さ

れ
た
、
青
森
県
少
年

軟
式
野
球
大
会
の
む

つ
支
部
予
選
大
会
に

お
い
て
、
下
風
呂
、

易
国
間
及
び
蛇
浦
小

学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
合
同
で
野
球

チ
ー
ム
を
設
立
し
て

出
場
し
、
創
部
１
年

目
で
見
事
初
優
勝
を

果
た
し
、
県
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
鰺
ヶ
沢
町
大
高
山
総
合
公

園
多
目
的
運
動
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

青
森
県
大
会
で
は
、
野
球
の
盛
ん
な
平
内

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
惜
し
く

も
敗
れ
、県
大
会
初
勝
利
と
は
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
出
場
し
た
選
手
た
ち
に
は
大

き
な
自
信
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

む
つ
支
部
予
選
で
見
事
優
勝
し
た
風
間

浦
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ

優
勝
の
報
告
と
県
大
会
で
の
活
躍
を
誓

い
、村
内
の
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
温
か
い
声
援
と
た
く
さ
ん
の

寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
寄
付
金

60
万
円
あ
ま
り
は
、
県
大
会
出
場
に
伴
う

選
手
の
た
め
と
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第42回青森県少年野球大会
むつ支部予選大会学童の部

県大会惜敗

声 援 に 感 謝

試 合 結 果

1 回戦 1 2 3 4 5 6 7 計
奥　内 0 0 0 1 0 0 0 1
風間浦 1 0 0 0 0 2 × 3

2 回戦 1 2 3 4 5 6 7 計
佐　井 0 0 0 0 0 0 0 0
風間浦 2 3 0 0 0 1 × 6

3 回戦 1 2 3 4 5 6 7 計
大　間 0 0 0 0 0 0
風間浦 1 3 0 0 4 × 8

準決勝 1 2 3 4 5 6 7 計
東　通 1 0 1 0 0 0 0 2
風間浦 0 1 0 3 1 0 × 5

決　勝 1 2 3 4 5 6 7 計
大　湊 2 0 0 1 0 0 0 3
風間浦 0 0 2 0 1 0 1 × 4

県大会 1 2 3 4 5 6 7 計
風間浦 0 0 0 0 0 2 0 2
平　内 0 0 0 1 2 0 × 3



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら （4）平成23年９月号

めざせ交通死亡事故
「０」の日継続17年
平成23年８月１日現在
6，156日継続中

　

７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
の
11
日
間
は

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
、
風
間

浦
村
及
び
関
係
団
体
に
お
い
て
も
様
々
な

運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
運
動
に
先
立
ち
、
大
間
地
区

交
通
安
全
協
会
風
間
浦
支
部
に
よ
り
村
内

各
所
へ
交
通
安
全
桃
太
郎
旗
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

25
日
に
は
村
内
の
交
通
安
全
関
連
団
体

が
一
堂
に
参
加
し
、
交
通
安
全
車
両
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
、
大
間
警
察
署
の
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
を
先
頭
に
各
地
区
パ
レ
ー
ド

し
、
交
通
安
全
の
重
点
項
目
な
ど
の
広
報

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
間
地
区
交
通
安
全
協
会
の
主
催
で
蛇

浦
地
区
の
ふ
の
り
記
念
公
園
で
街
頭
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

易国間本通りを車両にて交通安全を呼び
掛ける関係者

道行く車にパンフレットを手渡し交通安全を呼
び掛ける関係者

“交通安全お願いします”と一声かけながら手
作りの交通安全啓発グッズを手渡す子どもたち

蛇浦地区国道279号で交通安全街頭指導を行う
関係者

熊の出没にご注意下さい！
　村内各地において熊の目撃情報が多数寄せられており
ます。
　畑作業や山間地へお出かけの際は音の出る物を身に付
け、熊が活発に行動する朝夕の時間帯を避け、熊の被害
に合わないよう十分注意して下さい。
　熊を見かけたら、風間浦村役場（☎３５－２１１１）
までご連絡下さい。

夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら（5） 平成23年９月号

平
成
二
十
三
年
度
風
間
浦
村
成
人
式

新
成
人
30
名
が
出
席
し
盛
大
に
開
催

　

８
月
14
日
、
風
間
浦
中
学
校
に
お
い

て
、
対
象
者
36
人
中
30
人
の
新
成
人
が
出

席
し
、
平
成
23
年
度
風
間
浦
村
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
飯
田
浩
一
村
長

の
式
辞
、
横
浜
力
県
議
会
議
員
、
蛸
島
敏

春
村
議
会
議
長
、
佐
賀
教
育
委
員
会
委
員

長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
佐
賀
淳
さ
ん
、岩
塚
舞
さ
ん
が「
大

人
に
な
っ
た
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
責
任

の
あ
る
行
動
と
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
達
に
恥
じ
な
い
よ
う

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し

た
。

　

村
か
ら
新
成
人
へ
の
記
念
品
は
、
山
田

真
実
子
さ
ん
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
越
膳
祐
美
さ
ん
が
「
人
の
心

が
温
か
く
、
皆
に
誇
れ
る
村
に
生
ま
れ
、

家
族
や
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
本
日
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生

し
た
年
に
成
人
式
を
迎
え
た
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
、
人
と
し
て
正
し
い
道
を
し
っ
か

り
と
歩
み
な
が
ら
、
社
会
に
少
し
で
も
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
風
間
浦
村
成
人
式
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
懇
親
会
が
、
新
田
良
純

さ
ん
、
金
田
一
貴
寛
さ
ん
の
司
会
進
行
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
垣
匡
志
さ
ん
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
次

に
、
風
間
浦
中
学
校
在
籍
時
の
恩
師
の
三

上
哲
矢
先
生
（
弘
前
第
三
中
学
校
）
か
ら

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
道
地
春
代
先
生

（
風
間
浦
中
学
校
在
籍
時
の
恩
師
）
か
ら

は
、
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
後
、
越
膳
祐
美
さ
ん
か
ら
中
学
時
代

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ
れ
た
後
に
、
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
家
政
友
理
恵
さ
ん
の
乾
杯
で

盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

二十歳の誓いを述べる佐賀淳さんと岩塚舞さん

新成人を代表して村からの記念品を
受け取る山田真実子さん　　　　　

新成人を代表して謝辞を述べる越膳祐美さん

緊張した面持ちで式典に臨む新成人（中央）
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①
二
十
歳
に
な
っ
た
（
な
る
）
感

想
は
？

②
二
十
歳
か
ら
は
選
挙
に
お
い
て

投
票
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

③
今
の
政
治
に
望
む
こ
と
は
？

④
こ
れ
か
ら
の
風
間
浦
村
に
望
む

こ
と
は
？

⑤
あ
な
た
の
将
来
の
夢
は
？

⑥
成
人
得
尾
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

思
う
こ
と
は
？

※
①
か
ら
③
は
選
択
式
、
④
か
ら

⑥
は
自
由
記
入
。
た
だ
し
未
記

入
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
掲
載

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
村
選
挙
管
理
委
員
会
実
施
）

新成人アンケート

①
責
任
を
感
じ
る

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
今
の
雰
囲
気
が
好
き
な
の
で
こ
の
ま
ま

で
あ
っ
て
ほ
し
い

⑤
貴
金
属
加
工
の
職
人

①
実
感
が
な
い

②
行
か
な
い
（
関
心
が
な
い
）

③
大
き
な
改
革
が
必
要

⑤
教
師

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

⑤
消
防
署
に
勤
め
る

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
福
祉
の
充
実

⑤
保
育
士
か
声
優

⑥
自
由
に
生
き
れ
る
責
任
を
持
ち
た
い

①
責
任
を
感
じ
る

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

④
風
間
浦
の
発
展

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

④
発
展

①
責
任
を
感
じ
る

②
必
ず
投
票
に
行
く

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

④
風
間
浦
の
発
展

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

④
風
間
浦
の
発
展

三
み

浦
うら

　真
ま

央
お

山
やま

本
もと

　ちづる

中学校時代に過ごした学び舎での成人式に参加し記念写真に
納まる新成人

　佐
さ

賀
が

　淳
あつし

　 工
く

藤
どう

　恒
つね

仁
ひと

四
よ

ッ
つ

谷
や

　友
ゆう

誠
せい

岩
いわ

角
かど

　未
み

来
き

岩
いわ

塚
つか

　舞
まい

酢
す

谷
や

　菜
な

千
ち

浜
はま

田
だ

　亜
あ

衣
い

■
下
風
呂
地
区
■
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①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

⑤
公
務
員

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

⑤
電
気
系
の
仕
事

①
実
感
が
な
い

②
行
か
な
い
（
関
心
が
な
い
）

③
今
の
ま
ま
で
い
い

⑤
介
護
福
祉
士

①
責
任
を
感
じ
る

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
今
以
上
に
発
展
し
て
ほ
し
い

⑤
自
立
す
る
こ
と

①
実
感
が
な
い

②
選
挙
の
種
類
に
よ
り
投
票
に
行
く

③
今
の
ま
ま
で
い
い

④
発
展
し
て
ほ
し
い
で
す

⑤
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
！

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

⑤
パ
テ
ィ
シ
エ

①
実
感
が
な
い

②
選
挙
の
種
類
に
よ
り
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
自
然
を
残
し
て
く
だ
さ
い

⑤
看
護
師

⑥
夢
を
叶
え
ま
す
! ! !
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
兄
ち
ゃ
ん
地
域
の
皆
様

に
感
謝
! !

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
発
展
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

⑤
充
実
し
た
生
活
を
送
る

①
実
感
が
な
い

②
選
挙
の
種
類
に
よ
り
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

④
人
口
が
増
え
て
活
気
の
あ
る
村
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す

⑤
平
和
に
暮
ら
し
た
い
で
す

金
きん

田
た

一
いち

　貴
たか

寛
ひろ

佐
さ

々
さ

木
き

　大
だい

樹
き

久しぶりの再会の記念に

中
なか

村
むら

　優
なお

人
と

飯
いい

田
だ

　美
み

咲
さき

家
いえ

政
まさ

　友
ゆ

理
り

恵
え

伊
い

勢
せ

　彩
あや

加
か

越
えち

膳
ぜん

　ちづる越
えち

膳
ぜん

　祐
ゆ

美
み

須
す

藤
どう

　由
ゆ

李
り

加
か

蝦
えび

名
な

　沙
さ

也
や

佐
さ

々
さ

木
き

　鈴
すず

枝
え

■
易
国
間
地
区
■
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　９月村勢要覧取材に係るお願い

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
み
ん
な
仲
良
く
元
気
に
過
ご
す
こ
と

⑤
管
理
栄
養
士

①
そ
の
た（
徐
々
に
実
感
し
て
き
ま
し
た
）

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
村
民
が
元
気
に
健
康
で
過
ご
せ
れ
ば
い

い
か
な
…

⑤
も
の
ま
ね
芸
人
! !

①
責
任
を
感
じ
る

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
今
の
ま
ま
で
い
い

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

⑤
お
嫁
さ
ん
…
が
ほ
し
い

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

⑤
な
る
よ
う
に
な
る

①
実
感
が
な
い

②
選
挙
の
種
類
に
よ
り
投
票
に
行
く

③
期
待
で
き
な
い

五
い

十
そ

洲
す

　光
こう

司
じ

古
ふる

川
かわ

　竜
りゅう

一
いち

　柴
しば

垣
がき

　樹
いつき

　柴
しば

垣
がき

　匡
まさ

志
し

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

④
意
識
改
革

⑤
看
護
師

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

⑤
美
容
師

①
実
感
が
な
い

②
行
か
な
い
（
関
心
が
な
い
）

③
期
待
で
き
な
い

⑤
お
嫁
さ
ん

①
実
感
が
な
い

②
必
ず
投
票
に
行
く

③
大
き
な
改
革
が
必
要

新
にっ

田
た

　良
よし

純
ずみ

 碇
いかり

谷
や

　春
はる

菜
な

 

●暮らしと電気安全

避難するときは、
　　　電気も切って。　本年、村では村勢要覧を作成しています。

　現在は写真撮影を中心に進めており、業
務委託先のカメラマンが名札を携帯し村内
を撮影しています。仕事中などの様子を撮
影するためにお声掛けする場合もあります
ので、村民の方々にはご協力くださるよう
お願いします。
� 役場総務課

■
蛇
浦
地
区
■

工
く

藤
どう

　真
ま

実
み

子
こ

　蛸
たこ

島
しま

　悠
はるか

　

　中
なか

村
むら

　明
あかり

　山
やま

田
だ

　真
ま

実
み

子
こ
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８
月
２
日
～
３
日
、
函
館
市

に
お
い
て
第
20
回
椴
法
華
・
風

間
浦
子
ど
も
交
流
会
が
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
友
好
村
で

あ
っ
た
風
間
浦
村
と
旧
椴
法
華

村
（
現
在
の
函
館
市
椴
法
華
地

区
）
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
を

と
お
し
て
友
情
を
深
め
、
お
互

い
の
地
域
に
つ
い
て
知
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
風
間
浦
村
か
ら

21
人
、
椴
法
華
地
区
か
ら
19
人

の
子
ど
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

初
め
に
開
会
式
が
行
わ
れ
、

易
国
間
小
６
年
の
坪
田
愛
香
さ

　

７
月
21
日
、
風
間
浦
中
学
校

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、｢

第
76
回

風
間
浦
村
学
事
研
修
会｣

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
管
内
全
教

職
員
及
び
村
関
係
者
が
、
総
合

的
な
教
育
水
準
の
向
上
に
つ
い

て
、
研
さ
ん
を
図
り
、
本
村
の

教
育
の
充
実
、
発
展
を
期
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
11
年

よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
行

事
で
、
今
年
度
で
76
回
目
を
数

え
て
お
り
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
佐
賀
敏
一
教

育
委
員
会
委
員
長
の
主
催
者
の

挨
拶
、
飯
田
浩
一
村
長
及
び
宮

木
正
信
下
北
教
育
事
務
所
次
長

よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
下
北
教
育

事
務
所
所
長
の
浅
利
護
氏
が

「
津
波
が
流
せ
な
か
っ
た
も
の
」

と
題
し
て
、
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
の
発
生
に
よ
る
福
島

第
一
原
発
の
事
故
で
、
本
村
出

身
の
東
京
消
防
庁
ハ
イ
パ
ー
レ

ス
キ
ュ
ー
の
冨
岡
豊
彦
総
括
隊

長
（
47
才
）
を
は
じ
め
と
す
る

ん
よ
り
「
椴
法
華
と
風
間
浦
の
み
ん
な
が

一
つ
の
仲
間
と
な
っ
て
楽
し
い
交
流
会
に

し
た
い
で
す
。」
と
出
会
い
の
こ
と
ば
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
函
館
港
ま
つ
り
に
参
加
し
、
イ
カ

踊
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
沢

山
の
人
々
の
声
援
と
拍
手
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
イ
カ
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
函
館
山
と
金
森
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

函
館
山
で
は
、
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
に

感
動
し
、
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
は
、
函

館
の
名
産
を
見
た
り
、
買
い
物
を
行
っ
た

り
し
、
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

が
で
き
ま
し
た
。

　

函
館
山
山
頂
で
行
わ
れ
た
閉
会
式
で

は
、
蛇
浦
小
６
年
の
蛸
嶋
ち
ぐ
さ
さ
ん
よ

り
「
今
年
の
夏
、
み
ん
な
と
一
緒
に
過
ご

せ
た
こ
と
で
、
楽
し
い
思
い
出
作
り
が
で

き
ま
し
た
。
み
ん
な
と
は
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
友
達
で
い
た
い
で
す
。」
と
、
お

別
れ
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
リ
ー

港
で
の
お
別

れ
の
際
は
、

来
年
、
風
間

浦
村
で
行
わ

れ
る
交
流
会

で
の
再
会
を

約
束
し
合
い

ま
し
た
。

第20回
椴法華
風間浦

第76回 風間浦村学事研修会

子ども交流会

講演する浅利護下北教育事務所長

あいさつする佐賀敏一
教育委員会委員長　　

講演を熱心に聞き入る教職員の方々

「ふるる」函館の前で

下
北
人
の
活
躍
と
、
被
災
者
で
あ
り
な
が

ら
、
他
の
被
災
者
を
気
遣
う
と
い
う
、
他

人
を
気
遣
う
気
持
ち
な
ど
に
つ
い
て
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
修
会
場
を
中
央
公
民
館
に

移
し
、越
膳
泰
彦
教
育
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

蛸
島
敏
春
村
議
会
議
長
の
乾
杯
に
よ
り
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

函館港まつりでのイカ踊り
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【９月理科実験・観察のお知らせ】
　むつ科学技術館では、毎週日曜日に１階探求コーナーにて、理科実験を開催しております。事
前の申し込みや参加料などは必要ありませんので、当館へお越しの際はぜひ実験にご参加下さい。
『超低温の世界を調べよう』…11：00 ～ 11：30
『光の不思議な世界を調べよう』…14：00 ～ 14：30
　エジソン電球の実験や、光のスペクトル観察、レーザー光線による光通信の実験を通して、光
の不思議な現象を見ることができます。
【10・11月コミュニケーションシアターのお知らせ】
　10月から上映ソフトが変わります。変更後のソフトは以下の通りです。なお、９月中は節電のため平日の上映を休
止しております。
《上映ソフト》　①10：00 ～　③15：00 ～ 世界絵本箱シリーズ『どろんこハリー』他２本（30分）
　　　　　　　 ②12：00 ～　　　　　　　『新型インフルエンザから身を守る』（15分）
　※上映ソフトは変更になる場合もございます。
　＊イベント開催前に発行される場合は、以下の記事につきましてもご掲載いただけますと幸いです。
【秋季イベントのお知らせ】
　当館では、９月11日（日）に「秋季イベント」を開催します。当日は無料開放し、映画上映や、ちびっこ工作教室（参
加費100円予定）、理科実験・観察など、楽しい企画がいっぱいです！ご家族やお友達と一緒に、ぜひ遊びに来て下さ
いね！
　イベント内容の詳細につきましては、ＨＰをご覧になるか、当館までお気軽にお問い合わせ下さい。
■問合せ先　　むつ科学技術館　　☎ 25－2091　Fax 25－2092　　《URL》http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

◆むつ科学技術館だより◆

　国民年金の保険料免除期間には、全額免除、４分の３免除、半額免除、そして４分の１免除の４つの種類があります。
これらの免除期間は、老齢・障害・遺族の各基礎年金について、年金を受けるための資格期間をみる場合、保険料を全額
納めた期間と同じとみなされます。

免除されると年金額は減額
　しかし、保険料免除期間は、老齢基礎年金の年金額を計算するうえでは、免除の種類に応じて減額されます。保険料を
全額納めたときを一とすると、全額免除期間は２分の１、４分の３免除期間は８分の５、半額免除期間は４分の３、４分
の１免除期間は８分の７で計算されます。なお、平成21年３月以前に免除を受けた期間は、全額免除期間は３分の１、４
分の３免除期間は２分の１、半額免除期間は３分の２、４分の１免除期間は６分の５で計算されます。
　また、学生納付特例と若年者納付猶予によって保険料の納付の全額が猶予された期間は、資格期間には反映されても、
老齢基礎年金の年金額に反映されないカラ期間とみなされます。

10年以内に追納を
　そこで、これらの保険料免除期間や納付を猶予された期間については、経済的にゆとりができたときに、10年以内であ
れば保険料を追納して満額の老齢基礎年金に近づけることができます。
　追納できる期間の順序は、原則として先に経過した月から順次納めなければなりませんが、学生納付特例期間または若
年者納付猶予期間よりも前に保険料免除期間がある場合には、どちらを優先して納めるかを本人が選択することができま
す。学生納付特例期間と若年者納付猶予期間とは同順位とされています。
　追納する保険料額は、保険料の免除や猶予された当時のそれぞれの保険料月額に経過期間に応じて決められた額が加算
されます。ただし、平成21年度および平成22年度中の免除期間については、この加算はありません。
　なお、追納した月については、追納したその日に保険料が納付されたものとみなされ、基礎年金等の受給資格期間や年
金額等の計算においては、保険料納付済期間として取り扱われることになります。
　保険料を追納するための納付書の発行には申込みが必要ですので、お近くの年金事務所にお問い合わせください。追納
を希望するときは、「国民年金保険料追納申込書」を年金事務所長に提出します。この「申込書」には、自分の免除また
は納付猶予の期間を確認して記入することになっています。保険料の免除や納付猶予を受けた期間の確認や記入方法につ
いては、年金事務所へお問い合わせください。
　追納の申込みをして承認されれば、通知書と納付書が送られてきます。追納は先に経過した古い月の分から納めなけれ
ばなりませんが、誤って新しい月の分を納めた場合には、保険料が還付されます。また、納付書に記載されている期限ま
でに追納をしないと、納めた保険料は還付されることになります。

年金
だより

免除された保険料を追納すると、
満額の年金額に近づけることができます
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≪第９回特別弔慰金が支給されます≫

　戦没者等の公務扶助料や遺族年金等を受けていた方が、平成17年４月１日から平成21年３月31日の間に
なくなるなどしたために、平成21年４月１日において年金給付を受ける方がいない場合、次の順番により
ご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます。
　１．平成21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法の弔慰金受給権を取得した方
　２．戦没者等の子
　３．戦没者等の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　４．上記以外の戦没者等の三親等内親族（戦没者死亡当時１年以上の生計関係を有していた方）

　　○請求期限・・・平成24年４月２日

　　○請求窓口・・・居住市町村の援護担当課
　　　＜県担当課＞　健康福祉政策課　☎017-734-9278

※ご不明な点は、村民生活課　福祉グループ☎35-3111）までお問い合わせください。

　遺言や大切な契約は公証証書で。
　公正証書は、法律の専門家の公証人が作成する公
文書です。
　公証人は、国の一機関として、地域住民の皆様方
の財産などの権利や生活を守り、トラブルを未然に
防ぐために活躍しています。
　その主な業務は、次のとおりです。
◇公正証書で契約書を作って、大切な財産を守りま
す。
◇公正証書で遺言を作って、大切な人に遺産を譲り
ます。
◇公正証書で養育費の給付契約書を作って、子ども
の将来を守ります。
◇任意後見契約書を作って、老後の安心を確保しま
す。
◇定款認証で適法な会社を設立します。

　手数料は法定されていますので、安心してご利用
いただけます。公証事務に関する相談は無料です。
いつでも気軽にご相談ください。
■青森県内の公証人役場
　◇青森公証人合同役場（公証人　本多　裕一郎）
　　青森市長島１丁目３－17　阿保歯科ビル４階
　　☎０１７－７７６－８２７３
　◇弘前公証役場（公証人　藤部　富美男）
　　弘前市大字新町176－３
　　☎０１７２－３４－３０８４
　◇八戸公証役場（公証人　中川　清秀）
　　八戸市大字廿三日町28　八戸ウエストビル201
　　☎０１７８－４３－１２１３

　10月１日は法の日です。日常生活での困りごとや
法律上の悩みについて司法書士が無料で相談に応じ
ます。下記のとおり県内各地にて面談での相談に応
じますので、お気軽にお尋ねください。
■主　　催　青森県司法書士会
■相談内容　多重債務、相続、登記、成年後見、
　　　　　　裁判所提出書類作成等
■受　　付　当日先着順
■会 場 等
　◇むつ会場　まさかりプラザ　３階会議室
　　10月１日（土）午前10時～午後４時（面談相談）
　〒035-0031　むつ市柳町１-10-25
　※その他、青森会場、弘前会場、八戸会場、五所
川原会場、十和田会場でも同じ日時で開催して
います。

　◇青森県司法書士会総合相談センター相談
　　10月３日（月）～７日（金）　午前10時～午後４時
　　相談会場：青森県司法書士会（青森市長島3-5-16）
　　電話番号：0120－940－230
　【面談相談及び電話相談】
　　上記期間内は司法書士が常駐しますので、面談
相談も対応しますが、ご希望の方は事前にご予約
いただいた方がお待たせせずに済みます。

　なお、相談は無料ですが具体的な手続きが必要に
なる場合には、別途費用がかかりますので相談員に
ご確認ください。また、上記日時以外でも青森県司
法書士会総合相談センター（☎0120－940－230）へ
ご連絡いただけると相談（有料）のご案内やご相談
内容に応じたお近くの司法書士の紹介を行っており
ます。
■問合せ先　青森県司法書士会　☎017－776－8398

戦没者等のご遺族の皆様へ

公証制度について
～10月１日から７日は「公証週間」です～

全国一斉司法書士法律相談会（無料）の開催について
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９月は国民健康保険税の納期限です。忘れずに納めましょう！

青森県立八戸工科学院　平成24年度学生募集
■科名、定員及び期間
　◇機械システム工学科　…25名　２年間（ＮＣ工作機械･アルゴン溶接･ＣＡＤ等）
　◇設備システム工学科　…20名　２年間（空調･給排水衛生･電気設備等の設計･施工･管理）
　◇自動車システム工学科…30名　２年間（２級自動車整備士の養成）
　◇制御システム工学科　…25名　２年間（制御対象装置の設計･製作プログラミング･保守）
■応��募��資��格
　志望学科に対する強い興味と強い就職意識を有する高等学校卒業者（平成24年３月卒業見込みの者を含む）
■願書受付期間　平成23年10月７日（金）～ 11月10日（木）
■試　 験 　日　平成23年11月17日（木）
■年��間��経��費
　◇授業料…年額118,800円（年４回の分納）※平成23年度実績
　　教科書・作業服・用品等として、２年間で約８～ 10万円程度必要です。
　　※資格取得受験料等は実費となります。
■問合せ先
　青森県立八戸工科学院　学生係
　☎0178－28－6811　ＦＡＸ0178－28－6815
　〒039－2246　八戸市桔梗野工業団地２丁目５－30

青森県営農大学校　平成24年度学生募集
　青森県営農大学校では、平成24年度入校生を募集しますので、お知らせします。
１　修業年限　　２カ年（全寮制）
２　募集人員　　畑作園芸課程・果樹課程・畜産課程あわせて定員70名
３　受験資格　　高校を卒業又は卒業見込みの者、または同程度の者。
４　受付期間　　
　　　⑴推薦選考　平成23年10月３日～ 13日
　　　⑵一般募集　平成23年12月８日～ 15日
　　　※定員に満たない場合は、２次募集試験を実施します。
５　試験日・内容
　　　⑴推薦選考　平成23年11月９日、作文・面接
　　　⑵一般募集　平成24年１月18日、現代文、数学Ⅰ・生物Ⅰ・作文・面接
６　経 費 等
　　　入校検定料　2,200円
　　　入校後の１年間の修学経費は、授業料118,000円、諸経費65万円です。
　　　その他、詳細について教務研修課へお問い合わせください。
７　入校願書の請求
　　　封筒に「願書請求」と朱書きし、宛先を明記した角形２号封筒（200円切手貼付）を同封し、本校に

請求してください。なお、願書は、県内高校及び各地県民局農林水産部農業普及振興室でも入手でき
ます。

８　問い合わせ・願書請求先
　　　〒039－2598　上北郡七戸町字大沢48－８
　　　青森県営農大学校　教務研修課
　　　☎0176－62－3111
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社
　
協
　
だ
　
よ
　
り
Vol.218

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
質
問

形
式
で
紹
介
致
し
ま
す
。

○
質
問
１
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
ん
な

人
が
利
用
で
き
る
の
？
」

　

高
齢
者
等
で
、
疾
病
や
心
身
の
状
況
に

よ
り
、
何
ら
か
の
介
護
や
見
守
り
な
ど
の

支
援
が
必
要
な
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
は
あ
り
ま
す
が
、
元
気

な
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
質
問
２
「
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

ど
ん
な
効
果
や
目
的
が
あ
る
の
？
」

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
や
給
食
、
体
操

な
ど
機
能
訓
練
、
趣
味
の
工
作
・
畑
作
業
、

歌
な
ど
を
通
じ
て
、
認
知
症
予
防
や
健
康

維
持
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
ご
家
族
の
介

護
負
担
を
軽
く
す
る
な
ど
、
色
々
な
目
的

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
営
業
日
：
月
曜
～
金
曜
・
祝
日
も
営
業
）

○
質
問
３
「
利
用
料
金
は
？
」

　

利
用
さ
れ
る
方
の
「
介
護
度
」
に
よ
り
、

下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◎
見
学
、
体
験
利
用
は
い
つ
で
も
、
お
受

け
致
し
ま
す
。（
お
待
ち
し
て
ま
す
♪
）

　

利
用
手
続
き
や
料
金
な
ど
の
詳
し
い
内

容
は
担
当
者
が
、
ご
自
宅
を
訪
問
し
説
明

致
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

電
話
番
号　

三
五
―
二
二
四
三

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

坂
本
・
川
島
ま
で

お
元
気
な
方
も
　
げ
ん
き
か
ん
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

　
み
ん
な
と
一
緒
に
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か
？笑顔♪（収穫したキュウリを手に）アルサスにて（佐井村へバス遠足）

１．通所介護料金表（要介護１～５の方は、１回当り支払額×利用回数の月締め計算です。）
（単位：円／回）

介護保険適用部分（保険９割・本人１割） 保険外

１回当りの
合計支払額

小規模
通所介護費

（１回あたり）

各加算額
サービス料
金日額合計

介 護 費
本人負担
（１割）

昼食費
自己負担入浴

機能
訓練

有資
格者

要介護　１ 7,900 

500 270 120

8,790 879 

600 

1,479 

要介護　２ 9,220 10,110 1,011 1,611 

要介護　３ 10,550 11,440 1,144 1,744 

要介護　４ 11,870 12,760 1,276 1,876 

要介護　５ 13,200 14,090 1,409 2,009 

　　※22年度４月～２月の利用者実績が、月平均300人以下のため小規模事業所の単価です。（通常規模より若干高い。）
　　※入浴加算は、入浴されない日には加算されません。
　　※有資格者加算は、前年度において介護員の４割以上が「介護福祉士資格を」有しているため加算となります。

２．介護予防通所介護（要支援１・２の方は、月額固定の月締め計算です。）
（単位：円／月）

介護保険適用部分（保険９割・本人１割） 保険外

ひと月ごとの
合計支払額

介護予防
通所介護費

（月額固定）

加算額
サービス料金

月額合計
介護費本人
負担（１割）

昼食費自己負担
（月4回利用の例）

アクティ
ビティ

有資
格者

要支援　１ 22,260 
530

480 23,270 2,327 
2,400 

4,727 

要支援　２ 43,530 960 45,020 4,502 6,902 

　　※昼食費は１回あたり600円で、介護費本人負担額（１割）に食事回数分加算されます。表は週１・月４回利用の例です。
　　※アクティビティ加算は、集団的レクリエーションや創作活動を行っている場合、月額加算されます。

３．生きがい活動支援通所（いわゆる元気老人の方も、ご利用いただけます。元気なうちから楽しみましょう）
　　利用料金は、１回ご利用のつど、１，０００円（昼食費込み）で、現金でのお支払いとなります。



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら （14）平成23年９月号

　９月10日が「世界自殺予防デー」になっていることにちなみ、９月10日から９月16日までの一

週間は「自殺予防週間」となっています。
　わが国の自殺者数はここ13年連続で３万人を突破しており、青森県全体でも昨年は450人近く
の方が自ら命を絶っています。また今年は３月に発生した東日本大震災もあり、こころのケアは重
要なものとなっています。
  自殺予防のためには周囲の人が気づくことがまず大事です。自分のまわりに悩んでいたり、いつ
もと違うと感じた人がいたら声をかけるようにしましょう。

　○原因不明のからだの不調が続く
　○最近眠れない、早朝に目が覚める
　○食欲がない、体重が落ちてきた
　○イライラする、落ち込む
　○趣味が楽しめなくなってきた
　○お酒の量が増えた

①＜気づき＞：家族や仲間の変化に気づき、声をかける
　　　　　　　　⇒周囲の変化に敏感になり、自分にできる声がけをしていきましょう

②＜傾　聴＞：本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
　　　　　　　　⇒悩みを話してくれたら時間をかけて傾聴しましょう
　　　　　　　　　励ましは逆効果になることが多いので厳禁です！！

③＜つなぎ＞：早めに専門家に相談するよう促す
　　　　　　　　⇒こころの病気や何か問題を抱えている場合は専門家につなぐ！

④＜見守り＞：温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
　　　　　　　　⇒自然な雰囲気で声をかけ、あせらずにゆっくりと見守りましょう！

健　康　だ　よ　り
こころのケアを大事にしよう !!

こんな症状ありませんか？
二週間以上続く場合は

うつの場合もあるので

要注意！！

　　何か気になること、相談したいことがあれば遠慮なく村民生活課までご連絡を！！
村民生活課　保健衛生グループ　電話 ３５－３１１１　

 

 周囲の人ができる自殺予防のための行動
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　村では、幼児期からむし歯予防に関心を持たせることを目的に、風間
浦保育所においてむし歯予防教室を実施しております。来年小学生にな
る年長児19名を対象に実施しましたので、報告いたします。
　当日は、県立保健大学４年生の学生２名が地域看護学実習の一環とし
て先生になってくれました。

　はじめに、歯にはどんな役割があるのか説明がありました。次にムシバイキンがいたずらしやすい（むし
歯になりやすい）歯はどこか、みんなで赤いシールを貼りました。「奥歯・前歯・歯と歯の間」がいたずら
しやすい歯だとみんな知っていました。食べ物がくっついたり、はさまりやすいところにムシバイキンはい
ます。
　では、どうしたらムシバイキンをやっつけることができるのでしょうか？やっぱり大事なのははみがきで
すね。歯ブラシの持ち方は、えんぴつ持ちです。みんなで手鏡を見ながら歯みがきの練習をしました。
　１本１本、丁寧にみがくことが出来ました。おうちでも続けてほしいです。

最後にはみがきのお約束。
①ちからを入れすぎない（やさしくね）
②奥の「歯」までみがく
③「歯」のうらまでみがく
④寝る前と食べ物をたべた後には必ずみがく
みんなちゃんとお約束できました。

いきいき健康かざまうら21推進事業　むし歯予防教室が開催されました。　� 　

喜多島知穂さん 田中寿依さん

ぱんだぐみのみなさん、

小学生になって歯を大切

にね。

歯みがき
がんばり
ます。

仕上げみ
がきも大
事です。

ムシバイキンをやっつけよう！
ピカピカなおくち！
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戸 籍 の 窓 （７月届出分）

（７月末現在）

私たちの村の人口

　男　　1,211人　（先月比－８人　）

　女　　1,208人　（　〃　＋１人　）

　計　　2,419人　（　〃　－７人　）

世帯数　1,036世帯（　〃　－１世帯）

●お悔やみ申し上げます
工　藤　　　悟　さん　（30歳）　蛇　浦

冨　岡　矩　雄　さん　（76歳）　蛇　浦

林　　　宇榮三　さん　（84歳）　易国間

米　谷　忠　夫　さん　（84歳）　易国間

岩
いわ

　崎
さき

　琴
こと

　音
ね

　ちゃん
Ｈ22. ７.24生　下風呂（保護者　勝美）

最近は活発に歩きまわり、ご飯も良く食べ元気
いっぱいです。人見知りもせず愛想もいいので
将来が楽しみです。早くおしゃべりができると
いいね。

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」、
そ
し
て
そ
の
日
を
含
む
一
週
間
は
「
救
急
医

療
週
間
」
で
す
。

　

私
達
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
救
急
現
場
に
遭
遇
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
適
切
な
応
急
手
当
が
行
え
る

か
否
か
で
倒
れ
た
方
の
生
死
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
突
然
の
事
故
か
ら
尊

い
命
を
救
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

風
間
浦
消
防
分
署
で
は
村
民
皆

さ
ん
の
普
通
救
命
講
習
会
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
消
防
分
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

風
間
浦
消
防
分
署
（
救
急
係
）

　
　
　
　
　
　
　

35
―
２
１
０
１

普通救命講習会
受講者募集中

第
55
回
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間

①
海
中
転
落
や
作
業
基
準
等
不
遵
守
に
よ
る
死

亡
災
害
の
防
止

②
多
発
す
る
「
転
倒
」、「
は
さ
ま
れ
」
の
防
止

③
高
年
齢
船
員
の
増
加
に
対
応
し
た
死
傷
災
害

の
防
止

④
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
及
び
生
活

習
慣
病
の
予
防

⑤
海
難
等
に
よ
る
死
傷
災
害
の
抑
制

平成23年度
重 点 事 項

 今一度 !!
　 「あせらず」
　　　「無理せず」
　　　　「油断せず」


